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まえがき

矢田監物は実在した人物であることは間違いないであろう｡しかしその事実を裏付け

る確固たる資料は数少ない｡今回その監物に焦点を当て数少ない資料から監物像を探ってみたいと思う｡

日本全国の村々には特定の姓を数多-名乗る地方は少な-ない｡氏姓を研究している

方々によると､それは戦国時代にまでさかのぼるという｡すなわち戦国時代のその地方の豪族の姓が発端となっていることが多いという｡山田町の矢田姓もその折排であると思う｡今に残る監物伝説は一つとして悪いものはない｡それだけこの地に監物は根付き誉れ高き人物であったのだろう｡
より深-探るほどにその謎は深まって行-､まさに｢監物ミステリー｣である｡今回は私感を加えながらそのミステリーに迫りたいと思う｡点と点をむすぶ空白は想

像するしかない｡現存する資料をもとに私なりに展開していきたいと思うが､一方皆ざま方にも新たにその真実にせまる関心を持っていただきたいと思う｡また､監物に関する資料(情報)がより多-発見されることを願うものである｡



監物に関する年表

年代 倬hﾘ��出典 

1488年8月 豫IZ�,ﾉ�H*ｩ�ｹ�(+8.ｨ.��ｲ�銘文備州長船 法光長享二年 八月 

1550年5月4日 唳�ｹy��)�8弴ﾅ)�ｹy宛�oX���ﾘﾙ�ﾈｩ��,Ygh�ｲ�歴史年表 

1550年5月20日 ��ｹy��)�8弴ﾅ(ｶ�鳧,ﾉ�(ｵh*ｨ�8-ﾈ.ｨ,JH�ﾘﾎH�ﾎHﾜ��万松院殿穴太記 

所(唐人の問)と会所嵯峨の間が用いられ､東求堂 

が僧侶の宿泊所に当てられたo 

1550年 ��ﾘﾙ�ｯｪI�ｹy宛�鳧,俶H*h,H*(+ﾙ$�x,ﾉ�ﾈ���68ｬIZ��四日市市資料 

某が君主の死後､各地を放浪の後､当地に住ましル､ 

旧主の菩提を弔う○ 

1551年 冢�68ｬIZ影顫ﾈ�$T'H+�ｸ���+Y+y$､ﾆ畠iﾈ鉙鮑/��)zx+X���竹内弘記｢小山 

十一面観音像を安置すoまた斎山八幡社造立すo 乃(ｻﾙ7俶ｩD餠ﾊ2�

1551年 汎畠?ｨ�宙ｬIZ旭ﾉ�驟著��ﾈ�(�宙ｬIZ淫ﾉ�驟貯Zｩzx�ｲ�竹内弘記｢小山 EB郷土史年表｣ 

1567年 ��ﾙ+yfｹ��/��飫�+X�8抦/�[俘x+�+X.�n韭冕�ﾘ*�,冤b�亀山地方郷戸史 

がる○ 

1570年 囘�ﾋ倬ｸ煇晞ZxﾜHｻｲ�竹内弘記｢小山 宙郷土史年表｣ 

1573年 冢�68ｬIZ�+y8x耳ﾏﾈ��,冕�_ｸ+Y�ﾘ*H�ｸ+ｸ,ﾈﾚ�耳ﾏﾈ���北勢地方郷土資 料 

に援助米を送り､返礼に七体の仏像をたまわるo 

1570-1591年 �5h岔�ｹy�嫌�異�>�Zｩ�ｹgｹ�ｩ>�,�x,H.�B韃$T(,冢��亀山地方郷戸史 

EB監物､小山に萩原小太郎＼六名に則武某住して堂 

ケ山を併せたりとし＼ふ○ 

1583年1月 ��ｩ�ﾂﾘ揺,ﾉ[ｩfｹ��/���FX+X抦�)68�僥ｨｷ�+�.x.ｨ+X*��亀山地方郷戸史 

ば＼矢田氏は域を捨て随従の士七十余人と共に去つ 

て秀吉に帰す○ 

1583年 做xｶx�弴/�Jﾘ+X,I7弍)�ﾙxX��ﾄ�*ｩJ��ｧ�ｨ,ﾈ蕀;伜"�亀山地方郷戸史 

越を以て北勢に入り安楽越より来れる軍は峰川崎よ 

リ亀山に向ひ次で北勢悉く秀吉の下風に立つo 

かくして小山田村は秀吉の部将桑名の城主天野周防 

守の所領に帰す○ 

158.8.年 亳�u��ｨｻ8*ｩx��｢萋ﾂﾂﾉd�6韜ｸ/�､ｨｮ��広報おやまだ 

1590年 冢�?ｨｬIZ��ｨ�(揵?ｨﾋH,ﾉ�x,�,I�ﾘ���亀山地方郷戸史≡ 
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｢三重･国盗り物語｣　伊勢戦国兵乱私記より　(服部哲雄･芝田憲　著)

今から四百年の昔､この地方はあちらこちらに小さな城､あるいは城とは呼ばれないような土塁､とりで､柵が築かれ設

けられて､思い思いに土豪たちがひしめき合っていた｡

ある日突然に手下を引きつれた隣の土豪が攻めこんで-る｡民家も稲もたちまち火をかけられ､恐ろしい刃物の嵐だ｡生

首がころがり､草は血糊にぬれる｡女たちは戦いの後のよいなぐさみものだ｡夫役に狩り出され､夏の闇の中に法螺貝が響き'絶叫が野を走る｡

農民たちは暗い木立ちの中で息を殺してふるえ続ける｡夜が明け人影がな-なったのを見すまし恐る恐る草葺の家に帰れ

ば､わずかな道具はげ散らされ踏み-だかれ､今日の米さえ奪い去られている｡

｢加富大明神記｣　の記録に残された監物(津野修甫訳　加富大明神記より)

文正･応仁(ぶんしょう･おうにん)の頃'日本国内で弓箭の難(きゆうせんのなん　武士の争い､いくさ)が起こり'西北地

域で大いに乱れた｡兵戦は止むことな-､互いに他領を侵して境の土地を奪った｡国司への買物は支障し､神社の供料まで掠め取られて､郷民は大いに悩まされた｡しかし､郷民にはこれを防ぐ手立てがない｡

その頃､丹波の国の生まれで矢田監物某亭だけんもつなにがし)を名乗る勇士が､国の乱れを避けて当地へやってきた｡

郷民は大いに喜んでこの人物に従い仕え､間もな-この郷の押領使(おう-ようし　昔､兵を統率して盗賊などを討つつ職｡諸国に置れた)になってもらう取-決めを交わした｡矢田氏は直ちに小城を築いて､この他を守護した｡
以後､代々『監物』(けんもつ)を名乗って'既に数代を経たのである｡

矢田氏と郷民が約束事を決めた場所は､現在｢殿垣内｣(とのかいと)と字する田地であり､お城のあった場所は､今は郷

民の宅地になっている｡また､後代の監物の妻の塚(つか　土を高-盛って築いた墓)があると言う矢田氏がこの地の守護になって凡そ八､九十年経つが､それが何代に及んだということは解らない｡

後代の監物は､天文(てんぶん)十九年五月に相州(そうしゆう=相模の国)の小田原において討ち死にされたと言う｡しか

し､何の用で東国に下り､誰と戦って討ち死にされたかは聞かない¢その子の喜太郎(きたろう)は､天正(てんしょう二一五七三年～一五九一年))　の頃まで浪々としてこの処に居城した｡天正五年八一五七七)に多重の国司(北畠氏)が没落し､その後､織田信長の家臣である瀧川左近将監一益(たきがわうこんのしょうげんのぶます･かずます星が当国に攻め入った｡この時､各地で地頭や領主が戦いに被れ､喜太郎も敗北した｡相従う諸士七十余名もことごと-敗走したと言う　　　3
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①西暦1551年矢田監物が､主君足利義晴の菩提を弔うため長谷山万松寺を建立し､十一

面観音像(次ページ写真1.参照)を安置した｡寺院は農地改良のため現存しない｡

②監物の墓(次ページ写真2.参照)と伝えられる墓碑が安性寺裏山墓地にある｡

③矢田監物の死後約150年間､家臣であった平尾某(なにがし)家系が観音堂を建て万松

寺の十一面観音を移し安置したた場所｡

④西暦1551年矢田監物来村の時浦山八幡山(うらやまはちまんさん)へ八幡神社を建立

した｡ (写真3.参照)

⑤監物のものと思われる槍(写実3参照)が発見された場所｡

⑥監物の｢館｣ (やかた､写真4.参照)が建っていたと伝わる場所｡ ｢姫屋敷｣ともい

われた｡

◎監物の妻の富(写真5.参照)のある場所｡

⑦監物旧跡と書かれた棟札の入った詞(ほこら) (写真6遷照)が建っていた場所｡

⑧監物が出陣したと伝わる｢矢田びろ｣ (表紙参照)

⑨旧｢法源寺｣跡地o向山法源寺ともいわれるo (表紙参照)

⑲江戸時代以前に加菖神社の本社殿が建っていた場所｡ (表紙参照)
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監物の槍

記銘(秦)備州長船法光

(慕)長亨2年(1488年)

8月

遊戯汚e･泌f　用'･嘩芳泌f心儲妙'･法帖`7秒e･法は

施ヒ

元は帽.大束LHヒ佃醸発此抽r柑'平場多1.は織の父増水柑咋ト1日■.卜E-亡

旦
ガ蛮院殿尊儀

･.･.;I;X=水SLi･#1L.‥[;;仙i=ト
照朔日妙芳い女　ぷい殺す;･抑

墓碑に刻まれた

法名(戒名)

監物出陣前夜(想像図)

5

写真2.

監物の墓碑

`E盲.1

7宋`~三･

八幡神社と｢館｣を含めて　　　　監物の｢館｣ (想像図)

山田城(庄城)と言ったの

ではなかろうか?

両の中の棟札(慕)　　両の中の棟札(表)

写真1.

監物が主君の菩提を

弔った11面観音像

安性寺蔵

写真3.

1551年に監物が建立した八幡

神社(想像図)

写真6.
~ーl･′l~▼ l -    ヽーヽ′

垂加三重郡小山田邑　文久3年神主秦周防正政安監物の両(はこら)

矢田監物旧跡　　　奉勧請稲荷大明神

突亥12月9日

願主平尾仲右衛門

写真5.

監物の妻の墓とい

われる五輪の塔



あとがき

明神記によれば監物は小田原攻めにて戦死と記されている｡小田原攻めそのものは無

血開城で'戦闘のないい-さであるからか田原での戦死は納得しがたい｡しかし資料を調べて見ると小田原への行程で数多-の戦蹄が行われている｡したがって小田原へ行-途中で戦死したと考えたほうが自然ではないかと思う｡しかしこれも推論であり決定的な資料は今のところ何も見つからない｡

監物の死後も監物の家族､家臣とその家族は山田に残って行った｡その証拠に監物の

妻の墓､そして監物の墓碑にも八名の法名(戒名)　が記されている｡その人たちは山田で亡-なったことを意味している｡血脈はその後も繋がっているのである｡法名から察すると　｢誉｣　の漢字がた-さん使用されており浄土宗の法名の書き方と思われる｡山田の浄土宗であった法源寺(明治元年神仏分離令によって廃寺)　にて葬儀がなされたのであろう｡また､戦国時代から江戸時代になったとき観音谷の白魔で十一面観音像を守り続け'また石碑を建てた平尾家系は江戸時代に入り初代庄屋となり小山田の村作-に貢献していったと考える｡

平成二十一年六月

安性寺住職　竹内宜秀


